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 DNA修飾は、それを担う酵素のあるなしだけでは制御されていない。その酵素蛋白質の修飾やタ

ーゲット領域のクロマチン構造や結合因子、細胞周期などによって総合的に制御されている。マウ

スゲノムは、着床前胚では低メチル化状態、エピブラスト時期に高メチル化状態、生殖系列で再び

低メチル化状態となる。この生殖系列でのDNAメチル化変動の制御機構を明らかにする目的で、

DNAメチル化酵素を欠損したさまざまなマウスES細胞を生殖系列の細胞に分化誘導し、細胞内の

DNA修飾の局在性やDNA修飾の総量変化などを解析した。結果、生殖系列でのDNAメチル化領域の

増加にDnmt1が関与している可能性を見出した。Dnmt1遺伝子の発現プロファイルや酵素特性は解析

されているが、発生段階においてDnmt1の酵素活性や特性が変化する可能性についてあまり議論さ

れてこなかった。この疑問を早急に解決するには、今後も共同研究体制を継続し、蛋白質そのもの

を扱った研究を進める必要がある。 
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